
事例カタログ CAE コンサルティング  導入事例

3D 設計と自社解析で、見えない熱の流れと現象を「見える化」
～お客様に納得と満足を提供し、設計技術者が育ちやすい仕組みづくり～
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高度で専門的よりも、設計技術者が
「電卓代わり」に使える解析を
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大野 裕二

　1,300℃の高温をコントロールし、大型は体
育館並みのスケール感もある工業炉。鉄鋼・ア
ルミ分野を中心に省エネ・省力・省資源の技術
革新をリードしてきた三建産業様は、2014 年
から 3D 設計と自社解析の導入プロジェクト

（PJ）を始動しました。
　「三次元 CAD は時流が生んだ今までにはな
かった新しい山域のように感じました。はじめ
はどの頂上を目指そうという明確な目標を決め
るのはなかなか難しく、とりあえず登ることだ
けは決めた感じでした。でも、解析とセットで
登山道へ一歩踏み出し、少し標高を上げてみた

加熱・溶解・冷却など、多様なものづくりシーンに欠かせない工業炉設備のプラントメーカーとして、企画・設計・施工・メンテ
ナンスのトータルエンジニアリングサービスを展開する三建産業株式会社様。株式会社富士通九州システムズ（以下、FJQS）が提
供する三次元 CAD・iCAD/SX と熱流体解析ソフトウェア・Autodesk CFD を導入し、設計フェーズの 3D 化と熱流体の解析シミュレー
ションの内製化を推進されていますが、さらに今回、構造解析ソフトウェア・Jupiter-Designer for iCAD も新たに採用されました。
FJQS は 3D 設計・自社解析ツールの導入支援を通して、設計スキルの見える化や品質向上、リードタイムの短縮と業務効率化、営
業提案・メンテナンス力の強化など、持続的なサポートで貢献を果たしています。

■

■

熱流体の流速や圧力の分布を解析ツールで「見える化」し、
手計算では不可能だった輻射伝熱の相対計数も簡単かつ高
精度に試算。お客様に裏付けとなる解析データを提供可能
に。

熟練を要する二次元の設計スキルを 3D 設計で「見える化」
し、経験の浅い若手でも一定レベルの仕事が可能になり成
長しやすくなった。

■ 自社解析の仕組みを確立し、解析を内製化。設計だけでな
くメンテナンスにも気軽に解析を活用することが可能に。

■

■

■

複雑な工業炉は、二次元の設計図では実物の立体像をイメー
ジする力が必要で、設計形状が基本性能を満足しているか、
周辺設備との干渉の有無の見極めも相当の経験と勘が不可
欠、若手の設計技術者が育ちにくい。

外部の専門家に解析を委託してきたが、解析以前の打ち合わ
せや資料作成などのリードタイムが必要で、費用も高額なた
め気軽に利用できない。

流体の挙動や熱の移動など、複雑な炉内のメカニズムを定量
的につかめず、お客様の「納得」につながる根拠を示しにくい。

CAE コンサルティング、熱流体解析ソフトウェア「Autodesk CFD」、構造・熱解析ソフトウェア「Jupiter-Designer for iCAD」、
3D（三次元）CAD ソフトウェア「iCAD/SX」

ら見える景色が変わってきて、凄いことができ
そうだ、あっちの高い山にも登ってみよう、こっ
ちのもっと切り立った山にも登れるのではない
か、と手応えをつかむようになった。そんな感
じですね」
　笑顔でそう語るのは、PJ を推進するテクニカ
ルセンター（TC）の万代悠輔氏です。閉空間の
工業炉の設計で、特に難しいのが熱と流体の挙
動の見極めです。加熱したい材料に、熱風がど
んな流速で当たるのか。輻射熱の加減はどうか。
複雑なメカニズムの解析は従来、経験と実績に
基づき外部の専門業者に相談してモデルをつ
くってもらい、解析も外部の専門に委託してい
ました。
　「炉の蓋を閉めてみないと、熱の流れや分布
の本当の姿はわからない。解析すれば明確な根
拠となる定量的なデータが得られますが、手計

算には限界があるし、外部委託も高額で資料作
成の手間も多く、長い納期を要求され、気軽に
頼めない。限られた時間、労力、費用で、お客
様の納得と満足につなげ、私たちも効率よくパ
フォーマンスを発揮するには、自社解析しかな
いな、と」
　FJQS の大野裕二は、三次元 CAD・iCAD/SX と、
連携する解析ツールとして Autodesk CFD を提
案。専門的で高度な解析よりも、設計技術者が
簡単に操作できる「身近な解析」が最適だと考
えていました。「解析モデルも与える条件も、こ
うしたい、という方向性が明確で、提案しやす
かったですね」と語る。
　「プレゼンテーションを聞いて、まさに私たち
がめざしているものだ、と。設計が電卓代わり
に使える。そんな解析ツールと仕組みづくりへ
の期待が、決め手になりました」（万代氏）
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お問い合わせ先

炉の基本設計構造に何が必要かを学びつつ、3D
設計のスキルを身につける。そんな OJT の育成
ができるのも三次元 CAD を導入した成果です
し、これからの成長が楽しみ」と期待を寄せま
す。それはまた、団塊世代の熟練技術者の退職
という課題の解決にもつながっています。
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井上 靖

   導入効果

フレキシブルな自社解析で、
お客様に高い満足度を提供

   今後の展望

頼もしいサポート力を評価し
構造解析も導入。
後工程の技術情報管理も充実へ
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お客様プロフィール

　「熱とエネルギーのプロフェッショナル」を自負する工業炉設備のプラ
ントメーカーとして、世界 30 カ国以上に省エネルギー・省力・省資源・
リサイクル技術をベースとするエンジニアリングサービスを提供してい
ます。工業炉はアルミ分野と鉄鋼分野を中心に、重工業・自動車など多
岐にわたる産業に貢献しています。日本初のセラミックファイバーブラ
ンケットを採用した省エネルギー型大型炉の開発など、工業炉の大型化
や省エネ化の先駆者として業界をリードし、自動車部品生産用のアルミ
溶解設備では国内シェアのトップ企業です。

　キックオフから 2 年後に立ち上げた TC で自社
解析が本格始動し、着実にノウハウを蓄積して
います。
　「解析するのは現時点では年間 50 ～ 100 件の
受注案件のうち、25 件程度です。今後はどんど
ん解析を実施する比率を上げてゆきます。3D 設
計から解析モデルをつくって解析条件を設定し、
許容範囲内かどうかがひと目でわかる。本当に
電卓代わりで、気軽に解析を利用する習慣が社
内に根づいてきました」
　最大のメリットは、お客様に必要な解析に絞
り込み、極めて限られた時間内に、より良い選
択肢をフレキシブルにアウトプットできること
です。また、社員の意識も変わりました。営業
やメンテナンスにも「間違いがない」「できなかっ
たことができる」という「解析ありき」の信頼
と共感が生まれ、シナジー効果は全社に広がっ
ています。「営業もメンテナンスも、お客様に一
番近い存在。そこで受けた相談やご要望に、解
析データという確かな根拠で応えることで、高
い満足度を得ています。想定外の熱現象に悩ま
された現場施工のトラブルも、大幅に減少しま
した」
　3D 設計も、質の高い形で定着が進んでいます。
煉瓦や耐火材の施工形状、強度を保つ鋼材、作
業デッキなど複雑な炉の立体像をイメージし、
周辺設備との干渉の有無も、経験と勘で導き出
す。そんな二次元の設計図に必要だった頭の中
の「見えない熟練スキル」が、三次元で「見える化」
しました。
　「圧倒的な、見えやすさとわかりやすさ、です
ね。若手の設計技術者も高いレベルの仕事がで
きるようになり、技術資産である過去の図面か
らの流用設計もしやすくなって、生産性も向上
しています」
　新入社員が TC で、3D 設計を学ぶ試みもスター
トしました。人事総務部の三好祐司氏は「工業

　自社解析では 2017 年、新たに構造解析ツー
ルとして Jupiter-Designer for iCAD も導入しま
した。1000℃以上にのぼる高温炉内で動作する
搬送機械の熱応力チェックなど、失敗が許され
ない部位の強度解析が始まっています。
　「FJQS さんは、営業・販売力以上に凄いのが
サポート力。難解な解析の質問にもすぐに答え
が返ってきて、できないとは言わず、こうして
は？と一緒に考えてくれる。Jupiter の導入も、
このサポートがあれば大丈夫、と思えたからで
すし、経営層がゴーサインを出したのも成果を
認めている証しです」。技術支援を続ける FJQS
の井上靖は「自ら手を動かして使いこなす万代
様は、いつも質問が具体的。FJQS の社内でサポー
ト役を務める野村征爾も『だから、的確にサポー

　 左から、FJQS 井上・三建産業株式会社 万代 氏・同社 三好 氏・FJQS 大野

トできる』と言っています」と、確かな成果につ
ながった要因を紐解きます。
　設計技術者が育ち、生産性も向上する仕組みに
も磨きをかけています。標準図面データを集約す
る「標準図面ライブラリー」を社内サーバに開設。
技術資産をいつでも検索、活用できるようになり
ました。FJQS の大野も「設計の前工程の解析だ
けでなく、後工程の技術情報管理も力強い進め方
をご提案していきます」と抱負を語ります。
　3D 設計と解析を駆使する業界の先駆者として、
三建産業様は航空宇宙産業向けの熱処理設備な
ど、さらに高精度で緻密な熱コントロールに挑み
続けていきます。
　「熱のプロフェッショナルとして、我々の右に
出る者はいない。そう断言できる優位性を保ちな
がら、自らの力で高みに登り、見えなかった世界
や見たことのない景色に出会えるように。FJQS
さんには引き続き、頼もしいサポートをお願いし
たいですね」
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